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  小石川後楽園は平成３０年１月２日(火)より、正月開園

を行います。新春にふさわしい様々な催しをご用意しており

ます。ご家族やお友達とご一緒に、お正月のひと時を歴史の

ある大名庭園でお過ごしください。 

① 新春江戸太神楽 

日時 1 月 3 日(水) 11 時 30 分・13 時(各回 30 分) 

内容 松原にて、丸一仙翁社中による獅子舞と、江戸時

代から続く数々の曲芸をお楽しみください。雨天中止、

当日自由参加、参加費無料(入園料別途)です。 

② 懐かしい正月遊び 

日時 1 月 2 日(火)・3 日(水) 10 時～15 時 30 分 

内容 松原にて、羽根つきや独楽(こま)まわしなど、昔

ながらの正月遊びをお楽しみください。雨天中止、当日

自由参加、参加費無料(入園料別途)です。 

 その他、1 月 2 日(火)・3 日(水)は、シダレザクラ前広場

にて、記念撮影コーナー(10 時～16 時・雨天中止)、涵徳

亭内にて、お休み処(美都屋)の営業(11 時～17 時・ラスト

オーダーは 16 時)、庭園ガイドボランティアによる庭園ガ

イド(11 時・14 時(各回約 60 分))もあります。詳しくはホ

ームページなどで、ご案内中です。 

  
 

 寒さも本番！風
邪をひかないよう
に、庭園散策の後
も、家に帰ったら
手洗いや、うがい
をお忘れなくお願
いしますね。 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

 

大名庭園でお正月 １月２日(火)・3 日(水) 

11 月１８日(金 

小石川後楽園で 

小さな旅に出かけよう！其の参 

広重『東海道五拾三次 京師 三條大橋』国立国会図書館デジタルコレクション 

『大名庭園でお正月』 

 江戸時代から残る小石川後楽園の園内は、江戸から木曽

路、琵琶湖を通り、京都までの旅気分を味わっていただけ

るようにも造られています。 

 前号では、琵琶湖を抜けて京都に到着した旅人、今回は、

いよいよ京都観光を楽しみます。 

 園内に入って左側に進むと、目の前に広がる川の景。京

都嵐山を流れる“大堰川”に見立てた緩く浅い流れ、その

流れに架かる土橋は、嵐山を代表する名所“渡月橋”です。 

 その渡月橋から大堰川の上流に向かって右側、モミジの

枝の奥に見える朱塗りの橋は、京都を代表する紅葉の名所、

東福寺の“通天橋”に見立てて架けられています。ここは

当園でも、美しい紅葉をお楽しみいただける景勝のひとつ

です。また、左側の高い場所にあるのが“清水観音堂”の

跡。建物は清水寺を模して、崖下から柱を組み上げせり出

して造られていましたが、残念ながら関東大震災で焼失し

てしまいました。しかし、現在でもこの場所から見下ろす

風景は格別のものがあります。 

 江戸から京都への小さな旅は、京都の名所を満喫して無

事に終了です。そして、次はどこへ出かけよう？想いを馳

せる旅人です。 

 

 

 

 

《2017 年の正月開園・撮影コーナーの様子》 

 早いもので、今年も残りわずかになってきました。紅

葉のイベント『深山紅葉を楽しむ』も、多くのお客様に

ご来園いただき、無事に終了いたしました。職員一同、

心よりお礼申し上げます。 

 晩秋を美しく彩った紅葉の季節も過ぎ、園内の松にも

冬の風物詩『雪吊り』が施されました。日に日に濃くな

る冬の気配。木の下に積もった落ち葉、早朝の霜柱、大

泉水の薄氷など、冬だけのお楽しみもたくさんあります。

暖かくして、冬の散策もお楽しみください。 

 さて、向島百花園を除く都立８庭園は、12月29日(金)

～1 月 1 日(月・祝)を休園とさせていただき、1 月 2 日

(火)より正月開園を行います 

 新しい一年も楽しいことがたくさんありますように。 

 小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その３５ 

 

【九九消寒図(くくしょうかんず】 
 現代のように暖房器具に恵まれていなかったころ

の人々は、様々な工夫をして寒さをしのぎ、その寒さ

の中にもいろいろな楽しみを見つけ、やがて来る春を

待ったようです。 

 古来、中国で行われたという『九九消寒図』も、そ

のひとつ。冬至の日、まず、81(九×九)枚の花弁のあ

る白梅を描きます。描き方は八重咲の梅のように 9 枚

の花弁の花を 9 輪描いたり、一重咲きの梅のように 5

枚の花弁の花を 16 輪と 1 枚の花弁で描いたり、花だ

けを並べてみたり、木の枝も描いたり、人それぞれ、

好みの形で 81 枚の花弁を用意したそうです。 

 この花弁を、1 日 1 枚塗りつぶすと 81 日後、ちょ

うど、日差しが暖かくなる 3 月の上旬ごろに完成しま

す。また、ただ塗りつぶすだけでなく、その日の天気

によって、色を変えたりすることもあったようです。 

 大晦日、お正月と過ぎ、残り半分になるころには節

分、早く暖かくなれ！と、願いを込めて塗り進める自

分だけのお楽しみ。今シーズンは、どんな色の図が完

成するのか、チャレンジしてみませんか？ 

 ちなみに、今年の冬至は 12 月 22 日(金)、また、

小石川後楽園の梅林では、例年、1 月になると早咲き

品種の梅“光圀(みつくに)”が咲き出します。さらに

2 月 10 日(土)からは、梅の花の季節のイベント『梅

香る庭園へ』が始まります(詳しい内容は次号でご案内

の予定です)。こちらもお楽しみに！  

 

 涵徳亭は改修工事のため、平成 30 年 6 月～ 

平成 31 年 3 月末(予定)の間、ご利用いただくこ

とができません。ご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願いいたします。 


